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担い手の経営のライフステージに応じた支援 

 

(2) 新規就農応援事業にかかる県行政との連携 

ＪＡグループ群馬(群馬県) 

新規 継続 

○ 
 

（平成 年 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

ＪＡグループ群馬では、新規就農者に対する総合的支援の一環として、「新規就農

応援事業」の有効活用に向けた県行政（農業事務所等）との連携をすべく取組み

を行っています。 

2 概要 

当事業の県域枠の一層の有効活用を図る観点から、助成要件が重複する「農業次

世代人材投資資金（旧青年就農給付金）」の手続等を担う県行政（農業事務所等）

に対する個別訪問を実施いたしました。 

3 成果 

（効果） 

平成 28年 11月から 12月にかけて、県下 5農業事務所・6農業指導センターを訪

問し、新規就農応援事業の概要説明と事業対象見込先のヒアリングを実施いたし

ました。ヒアリングの結果、前年比＋34先の見込先があり、県行政と連携して取

り組んだ結果、平成 28年度は合計 53先の申請を受け付けました。 

4 今後の予

定（課題） 

引き続き、県行政（農業事務所等）との連携を密に行い、新規就農者および研修

受入先の捕捉に向けて取り組んでいきます。 

 

【事業チラシ】 
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